







障害（Social Anxiety Disorder，以下 SAD）と類似する
症状を呈することも知られている。
対人関係カウンセリング（Interpersonal counseling，以
下 IPC）は，Klerman & Weissman（1983）によって開発
された対人関係療法（Interpersonal psychotherapy，以下
IPT）の簡略版であり，Weissman & Verdeli（2013）に





効用が示されている（Judd, Piterman, Cockram, McCall &
Weissman, 2001 ; Klerman, Budman, Berwick, Weissman,
Damico-White, Demby & Feldstein, 1987 ; Oranta,









接は 1回約 50分，原則 3回の面接から構成されている










る IPT が SAD に有効であることが無作為化対照試験で
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後，M. I. N. I.-Screen（Sheehan & Lecrubier, 2003）を実
施し，対象者全員が精神的健常者であることを確認し
た。



















た。IPC 開始前の第 1回目面接直前と，IPC 終了後の第























った。IPC 開始前における SADS 合計得点は 50.40±
18.02点（30～71点）で中等度の SAD 傾向を示した。
評価項目の結果：図 1に，IPC 開始前と IPC 終了後に
おける 5例の SADS 合計得点を示す。SADS 合計得点





大学生 5名を対象とし，「あがり症」に対する IPC の
効果を，SADS 合計得点を指標として探索的に検討し




















能性が考えられた。Stangier et al.（2011）は，IPT が SAD
に対して有効であると報告しているが，IPC も IPT と
共通する方法が多いことや，SAD と「あがり症」には
程度の差はあるが類似点が多いことより，IPT および
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